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要約 

先天的な脳の機能障害である注意欠如多動症は，感情を適切に制御する能力を意味する感情制御の困難と密

接に関わっており，小児期よりも特に成人期においてより多く経験されているとの報告がある。しかし，感

情制御困難の研究は定義や尺度が統合されておらず，研究結果にもばらつきがある。また，成人の場合，職

場で衝動的に怒りを爆発させてしまうといった外に向かった感情の制御については研究が行われているも

のの，社会的に問題になりにくい落ち込みや自責感情，悲しみなどの内的葛藤に関する感情制御については

未だ不明瞭な点も多い。本レビューでは，ADHD 特有の感情制御困難について特徴やメカニズムを検討した

研究を整理することで，既存の知見で網羅されていない研究領域を特定することを目的とした。上記に則り，

本研究では全 89 の文献のスコーピングレビューを行い，(1)感情制御困難の定義，(2)発生メカニズム，(3)制

御対象の感情，(4)今後の展望という 4 つの視点から当該分野を概観した。 

 

キー・ワード：成人 ADHD（注意欠如多動症），神経発達症，感情制御困難，アンガーマネージメント 

 

Ⅰ はじめに 
1. 成人ADHD の行動特徴 

注意欠如多動症（Attention Deficit/Hyperactivity 

Disorder : 以下，ADHD）は，①注意欠如と②多

動・衝動性という認知・行動の特徴が12歳以前か

ら認められる神経発達症である（APA, 2022）。具

体的には，①注意欠如に当たる症状として，計画

通りに実行に移すことが困難である，注意を保持

するのが難しい，また約束を忘れてしまうなどの

行動制御の問題が挙げられる。これは，行動や感

情の覚醒レベルの制御，作業記憶を司る脳の機能

である実行機能に発達の偏りがあるためにみられ

る症状であると考えられている（Barkley, 1997）。

また，②多動・衝動性に当たる症状として，じっ

としていられない，思いついたら行動に移さずに

はいられない，多弁などが挙げられる。これは，

達成感に関する脳の機能である報酬系機能の発達

の偏りにより，動機づけが適切に機能せず報酬を

待つことが難しいために，その代償行動として落

ち着かない行動が現れると考えられている

（Sonuga-Barke, 2003）。これらの症状は社会生

活全般に影響を及ぼし，小児では不登校や分離不

安，成人でも不安や抑うつ，自尊感情の低下など

の二次障害を合併するケースが報告され，社会的

に注目が高まっている（村上, 2017）。一方，多様

な様相を呈する疾患である ADHD に関して，研
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究者の中には注意欠如と多動・衝動性の 2 つの中

核的特徴では ADHD の多様な症状を完全には説

明できないと考え，情動面の特性である感情制御

の問題を含めた病態理解の必要性を主張するもの

も増えている（Mörstedt et al., 2016）。感情制御

の問題は，脳の発達に伴い症状が変容するADHD

において，成人期に顕著になりやすいことが指摘

されている（Hirsch et al., 2019）。感情制御とは，

自分の感情を状況に応じて適切に制御する能力を

指すが，制御できずに職場で衝動的に怒り感情を

爆発させてしまえば，社会生活を営む上で大きな

障壁となることは想像に難くない。このように，

成人 ADHD の行動特徴は，脳の器質的発達の側

面と，社会的文脈の両面から考慮する必要がある。 

 

2. 成人ADHD と感情制御困難 

前項で触れた成人 ADHD における感情制御の

難しさ（以下，感情制御困難）は，1980~1990 年

代にはWender（1981）やBarkley（1997）らに

よって既にその関連が指摘されてきた。感情制御

困難は，喚起刺激によって生起した感情が，とり

まく環境との相互作用によって変容しながら知覚

され，処理される一連の過程のある段階において，

制御・調整に支障をきたすものである。成人

ADHDにおいては，衝動的で激しい感情表出や適

応的でない感情制御方略の使用が，注意欠如や多

動・衝動性とどのように関連するかについて，因

果モデルの検討などのメカニズムに関する研究が

行われてきたが，これまでに一致した見解が得ら

れていない。さらに，感情制御困難自体は，ADHD

に特有の症状ではなく，うつ病や不安症，双極症

など他の疾患でも頻繁にみられるものである

（Surman et al., 2011）。そのため，成人ADHD

が経験している感情制御困難と併存症状としての

感情制御困難を区別するため，成人 ADHD 特有

の感情制御困難の様態を探る試みも進められてい

る。現在のところ，行動の制御や感情の覚醒レベ

ルを司る脳の実行機能に発達の偏りがあるために，

行動に移す前に適切な判断をすることに努力を要

すとする説や，感情の覚醒レベルを適切に調整す

ることに困難があるなどの可能性，動機づけに関

連する報酬系機能において，生起した感情を文脈

や状況に応じて評価しなおすことが，ADHDの衝

動性により難しくなるといった指摘があるが，確

立された学説とまでは至っていない（Shaw et al., 

2014）。 

このように，生起した様々な感情を制御・調整す

ることに難しさがある成人 ADHD は，特性と関

連する当事者ならではの感情制御困難と生きづら

さを経験していると考えられる。しかしながら，

特に日本における成人 ADHD 研究は，中核的な

症状である注意欠如と多動・衝動性に着目したも

のが多かったことからも，これまで研究や臨床の

領域で十分に扱われて来なかったと言える。 

 

3. 外向的感情の制御と内向的感情の制御 

成人ADHD 特有の感情制御困難といえば，会社

で怒りの制御ができず爆発させてしまうといった，

社会的な文脈で問題となる外向的感情の制御困難

が想定されてきた。実際に研究も怒り感情の制御

に関するものが大半を占めており，アンガーマネ

ージメントなどのアプローチが開発されている。

一方で，自責的思考や後悔，落ち込みや罪悪感な

どの他者に見えにくい内向的感情の制御について

は，客観的に観察できる形で表出されず一見問題

となりにくいためか，研究や臨床的な介入が進ん

でいないのが現状である。成人 ADHD の二次障

害としてうつ病や不安症が併発する背景に感情制

御困難との関連が指摘されていることを鑑みると，

怒り感情をコントロールできないことで社会と齟

齬が生じ孤立してしまうことも，自責感情を内に

秘め自信を喪失することも，制御が難しい感情の

違いこそあれ，結果として抑うつや不安，低自尊

感情を併発する危険をはらむ問題である点では共

通している。このことから，表に表出されやすい

外向的感情だけでなく，内面で経験される内向的
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感情の制御困難についても知見を蓄積することは，

当事者の感情制御困難の体験をより正確に捉え理

解することに寄与すると考えられる。 

 

4. 本研究の目的・意義 

以上のような問題意識を基に，本研究では，成人

ADHDの感情制御について，特に国外で行われて

いる先行研究から当該分野の動向を把握し，概観

を捉えることを目的とする。その際，先行研究を

網羅的に俯瞰し整理するのみならず，怒りなどの

外向的感情に加え自責感情や後悔，落ち込みなど

の内向的感情を考察した研究も扱い全体像を把握

することに努める。上記のように，本研究では成

人 ADHD を感情制御困難の側面から理解するた

めに必要な知見をまとめ検討する。 

 

Ⅱ 方法 
1. 論文の選択手続き 

本レビューでは，既存の知見を網羅的に整理し

概観することを目的に，友利他（2020）のガイド

ラインから研究疑問作成のためのフレームワーク

に則った。具体的には，P（Patient）を「成人

ADHD」，C（Concept）を「個別感情ごとの感情

制御困難」，C（Context）を「英語で書かれた研究

論文」とし，研究疑問は「成人ADHD が経験して

いる感情制御困難を，外向的感情のみならず内向

的感情からも捉え理解すること」とした。 

 

2. 検索方法 

対象となる研究は，①成人ADHDの感情制御困

難に関する②英語で書かれた③量的研究とし，

2023年7月25日にSCOPUSとPubMedのデー

タベースから論文検索を行った。検索キーワード

は，成人 ADHD に関する語群として，adult 

ADHD, ADHD in adult, adult with Attention-

Deficit/Hyperactivity Disorder, Attention-

Deficit-Hyperactivity Disorder in adultの4種類，

感情制御困難に関する語群として，emotion 

regulation, emotional regulation, emotion 

dysregulation, emotional dysregulationの4種類

としたため，検索式は「(“adult ADHD” OR 

“ADHD in adult” OR “adult with Attention-

Deficit/Hyperactivity Disorder” OR “Attention-

Deficit-Hyperactivity Disorder in adult”) AND  

(“emotion regulation” OR “emotional regulation” 

OR “emotion dysregulation” OR “emotional 

dysregulation”)」となった。抽出する論文の刊行

期間は，Scopus で上記検索式をレビュー論文に限

定して検索して得られた最も古い論文の発行年に

併せ，2010年から2023年の直近14年間とした。 

 

3. 採用基準 

以上の論文選択プロセスから抽出した論文件数

はSCOPUSにおいて136編，PubMed において

127 編であり，加えて，その他の情報源からとし

て，Google scholar および抽出した文献の引用文

献から 15 編を追加し，合計 278 編となった。そ

のうち，重複 52 編を除いた合計 226 編を対象に

スクリーニングを行った。ADHD および感情制御

困難の言及がない，明らかに選択基準から外れて

いる 132 編を除外した残りの 94 編について，全
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文を確認して，適格性を評価した。その結果，最

終的な文献数は，Figure1 のフロー図のとおりに

89 編が選定された。選定された文献について，こ

れまでの知見を整理する目的で分類した結果，(1)

成人 ADHD における感情制御困難の定義につい

て検討した研究，(2)成人 ADHD 特性との関連か

ら感情制御困難の発生機序を検討した研究，(3)制

御の対象となる感情に着目した研究，(4)今後の展

望を示唆する研究の4つに分類された。 

 

Ⅲ 結果 
まず，最終的に選定された対象文献89編の内訳

を述べる。成人 ADHD を対象に感情制御困難の

特徴を明らかにする目的で実験もしくは質問紙に

よる調査を行ったものは29編であった。また，レ

ビュー論文が20 編，磁気共鳴機能画像法（fMRI）

などを用いた脳神経科学分野の研究が13編，他の

疾患と比較して成人 ADHD の感情制御困難の特

異性について検討した論文が16編，治療法につい

て検討した論文が 9 編，小児期の感情制御困難が

成人 ADHD にもたらす影響について検討した論

文が2編という分布であった。 

以下では，上記の選定作業で見出された 4 つの

視点から，成人 ADHD の感情制御困難に関する

知見を概観していく。 

 

1. 成人ADHDにおける感情制御困難の定義に

ついて 

本項では，感情制御困難に関する様々な考え方

や定義について概観する。 

1）感情制御困難に関する考え方の違い 

感情制御困難については，研究により様々な捉

え方がある。まず，喚起された感情の強弱を示す

「感情強度」の高さが，成人ADHD の重症度と関

連していることを示す研究や（Richard-Lepouriel 

et al., 2016），多動・衝動性優位型の成人ADHD

では強い感情が喚起されやすく，過剰反応する傾

向があると指摘する研究がある（Walter et al., 

2023）。一方，情緒の急速な変化を示す「情緒不安

定性」が成人 ADHD の重症度を予測すると論じ

る研究に対し（Helfer et al., 2019），成人ADHD

の注意欠如や多動・衝動性の症状が「情緒不安定

性」を予測すると主張する研究（Skirrow & 

Asherson, 2013）もあり，「情緒不安定性」に関す

る因果は研究により見解が異なっている。続いて，

ADHD研究で著名なBarkleyはADHDの感情制

御困難と他の精神疾患の感情制御困難を明確に区

別する立場を取り，ADHDにおける感情面の衝動

性を示す「感情的衝動性」を 8 項目で測定する自

らの尺度を用いて「感情的衝動性」が成人ADHD

の中核症状であると主張し，同様の結果を示す追

試も行われている（Barkley & Fischer,  2010; 

Surman et al., 2013）。 

これまで論じてきたのは喚起された感情の特性

から捉えようとするボトムアップの考え方である

が，続いて知覚した感情を認知・制御する能力の

特徴から捉えようとするトップダウンの考え方を

紹介する。まずは「感情の認知困難」が挙げられ

る。成人 ADHD では他者の表情から感情を認知

する表情認知に時間を要することから，注意の維

持や思考の拡散と関わる注意欠如特性が感情認知

の遅れや錯誤を引き起こすと主張する研究がある

（Helfer et al., 2021; Miller et al., 2011）。また，

成人 ADHD の約半数にアレキシサイミアの症状

があることを示し，ADHDの衝動性特性が，自分

の感情への気付きにくさと関連していることを示

唆した研究もある（Kİraz et al., 2021）。さらに未

診断の成人ADHD において，感情認知や制御，表

出に困難があることを示した Quintero et al.

（2020）の研究では，感情制御困難について適切

に理解することで症状が緩和される可能性がある

と述べられている。こうした感情認知の困難は，

他者の気持ちを察したり，自分の感情を相手に伝

えることを困難にし，しばしば対人関係にも影響

するという（O'Neill & Rudenstine, 2019）。加え

て，感情が生起した時に，適切な制御方略を用い
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ることができるか否かに着眼点を置いた「感情制

御方略の選択困難」に関する研究も盛んに行われ

ている。感情制御研究の先駆者であるGross によ

ると，代表的な感情制御方略には，状況を認知的

に評価し直すことで感情を変容させる適応的な

「再評価方略」と，生起した感情を押し殺す非適

応的な「抑制方略」があるが（Gross & John, 2003），

成人ADHD との関連では，ADHD 傾向が重症で

あるほど「再評価方略」の使用が少なく「抑制方

略」が用いられがちであることが知られている。

例えばLiu et al.（2022）やThorell et al.（2020）

の研究では，成人ADHD では行動・認知の制御を

司る脳の実行機能に発達の特徴があるために，不

快な感情を認知的に受け入れられやすい形に解釈

し直す「再評価方略」の使用が難しくなり，その

代替としてより認知的負担の少ない「抑制方略」

の使用頻度が高くなるとしている。一方，知覚し

た感情に対して制御方略を選択する段階に至る前

に，感情そのものに遭遇する場面を避けようとす

る「回避方略」が媒介して感情制御困難に至ると

する主張もある（Bodalski et al., 2019）。 

上記では，感情制御困難研究における代表的な

捉え方として「感情強度」「情緒不安定性」「感情

的衝動性」「感情の認知困難」「適切な感情制御方

略の選択困難」を紹介した。これらの様々な定義

や捉え方は， ADHD の注意欠如や多動・衝動性

の特性や，実行機能の問題との関連がそれぞれの

研究で示されており，ADHDが感情制御と密接に

関連している点では一致している。 

2）感情制御困難に関する様々な基準 

成人ADHD の感情制御困難研究では，主に2つ

の異なる診断基準に基づいて作成された尺度が混

在している例を紹介する。まず，アメリカで行わ

れた研究では，成人 ADHD が定型発達の成人と

比較してより重い感情制御困難を経験しているこ

とが示され（Biederman et al., 2020），2018 年に

ドイツで行われた研究（Hirsch et al.,  2018）と

2021 年にイスラエルの大学生を対象に行われた

研究（Ben-Dor Cohen et al., 2021）と2021年に

ノルウェーの受刑者を対象に行われた研究

（Anker et al., 2021）では，感情制御困難が注意

欠如と多動・衝動性の二つの中核症状とは独立し

た第3の中核症状であることが示された。一方で，

2017 年にスイスで行われた研究では，感情制御困

難は注意欠如や多動・衝動性ほど頻繁に見られる

症状ではないとして，第 3 の中核症状とはいえな

いと述べた（Corbisiero et al., 2017）。これらは類

似の研究課題について同時期に異なる地域で行わ

れた研究であるが，感情制御困難を測定する尺度

に違いが見られる。イスラエルとスイスの研究で

は，ユタ診断基準（Wender, 1981）に基づき，下

位尺度に感情制御困難を含む ADHD 尺度を利用

しているが，アメリカとノルウェーの研究では，

感情制御困難を下位尺度に含まない ADHD 尺度

（ASRS; Kessler et al., 2005）とBarkleyの感情

制御困難尺度（The self-report Current Behavior 

Scale; Barkley, 1997）を組み合わせて測定してい

る。なお，ドイツの研究では，CAARSと呼ばれる

感情制御困難を考慮した ADHD 尺度を使用して

いる。つまり，Wenderのユタ診断基準では，「注

意保持の難しさ」「多動性／落ち着きのなさ」「ま

とまりのなさ」「衝動性」に加え，感情制御困難を

測定する「気性の荒さ」「情緒不安定性」「感情の

過剰反応性」を ADHD 症状の構成要素として含

めているのに対し，アメリカ精神医学会が発行す

る DSM の診断基準に基づく ASRS では，「注意

欠如」と「多動・衝動性」のみを測定し，感情制御

困難についてはBarkleyなど別の尺度を用いてい

る点で異なっている。この点についてAdler らは

レビューの中で，ユタ診断基準の尺度を用いる研

究者の多くは感情制御困難を成人 ADHD の中核

症状と位置づけている一方で，Barkley の尺度を

用いる研究者は注意欠如と多動・衝動性の結果と

して感情的衝動性が生じていると考える傾向があ

ると述べている（Adler & Silverstein, 2018）。 

 



108 お茶の水女子大学心理臨床相談センター紀要 第 25 号 2023 年  

 

2. 成人ADHD特性との関連から感情制御困難

の発生メカニズムを検討した研究 

次に，成人ADHD の特性が，感情制御困難の発

現とどのように関連しているのが検討した研究に

ついて論じる。 

1）注意欠如と多動・衝動性との関連 

成人ADHD の注意欠如と多動・衝動性が感情制

御困難とどのように作用しているか共分散構造分

析を用いて調査した研究では，注意欠如は社会生

活で，多動・衝動性は家庭内で，それぞれ悪影響

を与え，日常生活機能の低下と関連することを報

告している（Mörstedt et al., 2016）。また，注意

欠如が非適応的な感情制御方略の使用を媒介し感

情制御困難に影響すると主張する研究がある一方

で（O’Neill & Rudenstine, 2019），成人ADHD は

衝動の抑制が困難であればあるほど感情の認知が

難しいために，衝動性が感情制御困難に影響する

と主張する研究もある。同研究では，多動性と「情

緒不安定性」の関連も指摘し，多動・衝動性が感

情制御困難と関連していると結論づけている

（Walter et al., 2023）。上記の研究では，注意欠

如と多動・衝動性の特性が個別に感情制御困難に

影響していると論じている。 

2）新たな枠組みを通した ADHD 病態理解の試

み 

成人 ADHD の症状に新たな枠組みを見出す試

みもある。ユタ診断基準の尺度をもとに因子分析

を行なった研究では，ADHD の症状に「注意欠如

型」と「感情制御困難型」の 2 因子の抽出が報告

された。この研究では，「多動・衝動性」は独立し

た因子とみなさないとしている（Reimherr et al., 

2020）。2022年にフランスでユタ診断基準に基づ

く最新の尺度が翻訳された際に尺度項目について

因子分析を行ったところ，「不注意・まとまりのな

さ」「多動／落ち着きのなさ」に加え，感情制御困

難に関する「情緒不安定性」と「感情的衝動性」

の併せて4因子が報告された（Weibel et al., 2022）。

一方，成人 ADHD の臨床的特徴の違いについて

主成分分析を行ったところでは，「感情制御困難

型」，「物質乱用型」，「従来型」，「ポジティブ感情

型」の 4 因子が抽出された（Pallucchini et al., 

2021）。このうち，「感情制御困難型」は全体的な

機能レベルが低く，抑うつ傾向や，ボーダーライ

ンパーソナリティ症との併存が見られたという。

これらの研究からは，DSM が提示する 2 つの中

核的症状では捉えきれない，感情制御困難を含め

た病態理解の重要性が示されたと言える。 

3）モデル検討の試み 

次に，感情制御困難がADHD症状の表出にどの

ように関連しているかについてモデル検討した研

究を 3 つ紹介する。まず，感情制御困難と報酬系

機能に関わる内発的動機づけが，行動抑制や問題

解決などを司る実行機能を経由して，ADHD症状

に影響を与えるという原因モデル（Afshadi et al., 

2023）のほか，ADHD症状が感情制御困難を媒介

して生活上の困難を予測するとする媒介モデル

（Mitchell et al., 2012；Mörstedt et al., 2016）， 

そして ADHD の重症度が，認知的な制御能力を

媒介し感情制御困難に影響を与えるとする結果モ

デルもある（Ben-Dor Cohen et al., 2023）。以上

のように，メカニズムを明らかにしようとする研

究は複数存在するものの，今のところ一致した結

果は得られていない。 

 

3. 感情に着目した研究 

制御の対象となる感情は，多くが「怒り」を前提

としており，感情制御困難自体を怒り感情の制御

困難と明示しているレビュー論文もある（Shaw 

et al., 2014）。その一方で，外からは見えにくい自

責的思考や後悔，落ち込みや罪悪感などの内向的

感情の制御について触れている研究も少ないなが

ら存在する。例えば，感情制御困難に関連した症

状として外在化症状と内在化症状を挙げた研究で

は，外在化症状では激しい感情表出が見られるの

に対し，内在化症状では「情緒不安定性」や「回

避傾向」，抑うつ症状や不安症状が見られることを
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示し，対人関係には直接的に影響を及ぼさない，

当事者の内面的葛藤の存在を示唆した（Jacob et 

al., 2014）。また，ユタ診断基準の尺度を用いて因

子分析をした研究では，衝動性と関連する「気性

の荒さ」と「感情の過剰反応性」が怒りの爆発を

引き起こし，その結果として悲しみや落ち込みの

制御を含む個人の内面的経験である「情緒不安定

性」が導かれると説明した（Corbisiero et al., 

2017）。さらに，「情緒不安定性」は「攻撃性」と

関連するが「攻撃性」によってのみ説明されるわ

けでないことを示し，内向的な感情の不安定性の

存在を示唆した研究もある（Murray et al., 2021）。

加えて，非適応的な感情制御方略である「抑制方

略」の使用が，悲しみの感情からの回復を遅らせ

るという研究もあり，制御の対象となる感情との

関連についても研究が進められている（Matthies 

et al., 2014）。 

これらの先行研究は，社会的に問題になりやす

い怒りなどの外向的感情の制御と，外からは見え

にくい落ち込みや「情緒不安定性」を含む内向的

感情の制御を区別し，後者についても成人ADHD

にとって重要な制御対象であることを示唆してい

ると言える。 

 

4. 今後の展望を示唆する研究 

本レビューにおいては，成人ADHD と感情制御

困難に関する20 編のレビュー論文が抽出され，当

該研究分野に対する隆盛が見て取れる。レビュー

は一貫して成人 ADHD における感情制御困難の

存在については認めており，概ね本レビューの議

論と類似した内容となっている。脳神経科学分野

では全13編の文献が抽出された。多動・衝動性が

高い成人 ADHD 群において右島と感情制御困難

の関連が示唆されたと報告する研究（Viering et 

al., 2021）や，ネガティブ刺激を提示された場合

に情動や認知を司る前帯状皮質の腹側部と背側部

の活動が過剰反応することを示唆した研究

（Materna et al., 2019）のほか，扁桃体および内

側前頭前野の低活性化が情動の認知障害に関わっ

ていることを報告する研究（Viering et al., 2022）

など，機能局在に関する詳細な知見の報告が行わ

れている。成人 ADHD の感情制御困難を理解す

るにあたり，他の疾患との比較から考察した研究

も 16 編抽出された。その内訳は気分症が 7 編，

ボーダーラインパーソナリティ症が 5 編，物質使

用症が5編，摂食症が2 編（重複を含む）であっ

た。これらは感情制御困難を主症状として持つ疾

患として知られているが，成人 ADHD との比較

により疾患ごとの感情制御困難の特徴が明らかに

なることが期待される。治療効果に関する研究は

合計で 9 編が得られ，中枢神経刺激薬による治療

が4編，中枢神経非刺激薬による治療が1 編，マ

インドフルネスを用いた治療が 2 編， CBT が 2

編であった。概ね中程度の治療効果が示される結

果となっており，感情の制御に関しては薬物治療

と認知行動療法が主に用いられていることがわか

る。最後に小児 ADHD の感情制御困難が成人

ADHD に与える影響について検討した研究が 2

編あり，いずれも小児期の感情制御困難の程度が

成人期の ADHD の重症度を予測すると結論づけ

ている。これらの小児ADHDと成人ADHD の関

連について感情制御困難の側面から検討した研究

は，長期的な治療計画の立案に寄与すると考えら

れる。 

 

Ⅳ 考察 
1. 成人ADHD の多様な感情制御困難像 

成人 ADHD の感情制御困難について基本的な

考え方をまとめると，喚起される感情の特徴であ

る「感情強度」「情緒不安定性」「感情的衝動性」

と，感情の認知的処理過程で経験される「感情の

認知困難」「感情制御方略の選択困難」の5つに分

類できる。統一された規格が存在しない中，様々

な考え方が混在するが，本レビュ―でまとめた限

り，成人 ADHD の感情制御困難は概ね上記 5 つ

のうちに当てはめることができると考えられる。
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しかしながら，「感情強度」には異なる尺度が存在

するため同じものを測定しているとは限らず，「情

緒不安定性」も研究者間で定義のばらつきが見ら

れる。 ADHD の中核症状である衝動性について

も，行動の衝動性と情動の衝動性を分けて考える

場合と統合して考える場合があり，総合的な理解

を難しくしている。さらに，感情制御困難を下位

尺度に含むADHD尺度と含まないADHD尺度が

存在し，感情制御困難を第 3 の中核症状として認

めるか否かについて一致した見解が得られていな

いことも，自体を複雑にしている。これらのこと

を鑑みると，従来，注意欠如と多動・衝動性の2つ

の中核症状によって説明されてきた成人 ADHD

の症状であるが，感情制御困難を考慮して検討す

ることにより，より実態に即した病態理解と恒常

化した ADHD 像にとどまらない特徴の把握が可

能になるかもしれない。 

 

2. 内向的感情の制御困難に関する研究の乏し

さ 

本レビューで取り扱った文献は，感情制御の対

象を怒りなどの外向的感情や感情的衝動性とした

ものが大半はあったが，怒り以外の内向的感情や

情緒不安定性についても制御困難が生じうるとい

うことが，いくつかの文献において示唆された。

すなわち，成人ADHD の感情制御困難は，必ずし

も社会で問題とされる他者への攻撃性として表出

されるばかりではなく，自責感，罪悪感，後悔な

どの内向的感情の制御の困難として潜在的に経験

されている可能性がある。しかしながら，内向的

感情に関する知見はこれほど多くの感情制御困難

に関する研究が存在する中でも非常に限られてお

り，その背景には第三者から気づかれにくい感情

特性により社会的ニーズが十分に認知されていな

いことや，二次障害として考えられている抑うつ

症状や不安症状が，成人 ADHD にとっては制御

困難な対象である可能性など感情制御困難に関す

る因果の混乱がある。こうしたことは，感情制御

困難を考慮しない ADHD の治療では，本来は

ADHD の感情制御困難の特性から導かれている

かもしれない抑うつ症状や不安症状が，気分症な

どと誤診されてしまい適切な支援を受けられない

弊害を生むと指摘する声もある（Hirsch et al., 

2019）。アドボカシーの観点からも，研究者が内向

的感情の制御困難について光を当て重要性を主張

していくことは，当事者と臨床現場の支援者の利

益に資すると推察される。 

 

3. 日本における成人ADHDの感情制御困難に

関する研究 

日本における成人 ADHD の人口は年々増加し

ている。特に2010年から2019 年にかけての患者

数は 21 倍以上の顕著な増加率が報告されており，

支援の需要が高まりつつある（Sasayama et al., 

2022）。一方，現在日本で使用されている成人

ADHD尺度はDSMの診断基準に則ったCAARS

（中村他, 2012），CAADID（中村他，2012）およ

びASRS（Kessler et al., 2005）が主流となってお

り，ユタ診断基準に基づく感情制御困難を下位尺

度 に 含 む 成 人 ADHD 尺 度 は WURS-25

（Matsumoto et al., 2003）を除き日本語への翻訳

がなされていない。こうしたことから，今後さら

に増えていくであろう成人ADHD研究において，

感情制御困難が考慮されるためには，診断基準や

尺度の整備が不可欠であるだろう。 

 

4. 臨床的意義と本レビューの限界点 

成人 ADHD が自らの感情制御困難に関する特

性を理解し，感情を適切にコントロールできるよ

うになることは，社会生活を営む上で極めて重要

となる。そのためには，量的研究の蓄積みならず，

当事者の実体験をふまえた知見を社会に還元して

いくことが求められている。こうしたことからも，

社会的に問題になりやすい怒り感情だけでなく，

当事者にしかわからない内面の葛藤も感情制御困

難の観点から検討していく臨床的意義は大きいと
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言える。一方で，ADHDの特性から考えると，や

はり衝動性に伴うアンガーマネージメントの難し

さが感情制御困難の主要な症状であることは文献

からも示されているとおりであり，自責感や後悔，

抑うつ・不安などの怒り以外の内向的感情は，怒

りや衝動性をコントロールできないことで生じる

二次的なものであると論じる文献もある。こうし

たばらつきのある結果から，当事者の利益に資す

る研究結果を選び取るためには，より広範なレビ

ューと慎重な検討が必要である。 
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①Murray et al., (2021)イギリス　②D2Mスタディ（縦断研究データ）から260名　③ADHD尺度（SBQ）および感情制御尺度（PANAS-X）を用いて検討を行った。ADHD症状が情緒不安定と攻撃性の両方と関

連する一方，情緒不安定は攻撃性とADHDを媒介しなかった。

感情

強度

情緒不

安定性

感情的

衝動性

感情

認知

感情

制御

診断

基準

注意欠

如と多

動・衝

動性と

の関連

新たな
ADHD

の枠組

み

モデル

検討

感情

①Richard-Lepouriel et al., (2016)スイス・フランス ②成人ADHD150名，成人双極性障害335名，対照群48名 ③情緒不安定性尺度（ALS）と情緒強度尺度（AIM）を使用。ADHD群では感情の強度と情緒不安定

性の両方で高く，ADHDの重症度と相関することが示された。

①Walter et al., (2023)フランス　②成人ADHD52名，成人ADHD＋成人ASD13名，成人定型発達24名　③神経心理学的評価と成人ADHD尺度（WRAADDS），成人ASD尺度（ASQ），抑うつ尺度，不安尺度を

使用。成人ADHD＋成人ASDは，怒りに関連した感情を成人定型発達少なく報告した。

①Helfer et al., (2019)イギリス　②成人ADHD81名　③連続多重媒介モデルを用いて，マインドワンダリング，睡眠の質，情緒不安定がADHD症状の重症度に及ぼす影響を検討した。マインドワンダリングは情

緒不安定を引き起こし，それがADHD症状の重症度に関連すること，および睡眠の質の低下はマインドワンダリングを悪化させ，ADHD症状を引き起こすことが示された。

特徴全29編（①著者情報　②対象　③研究デザインと主な研究知見）

同上

同上

同上

①Skirrow & Asherson(2013)イギリス　②成人ADHD41名，成人定型発達47名　③情緒不安定性（ALS），BarkleyのADHD尺度（BRS），反社会的行動に関する尺度の使用および臨床面接を行った。ADHDの

情緒不安定性は，うつ症状や不安症状などの併存症状よりもADHDの多動・衝動性によって最も強く予測され，日常生活に障害を与えていることが示唆された。

①Barkley & Fischer(2010)アメリカ　②成人ADHD（多動例135名，成人定型発達75名）　③21歳と27歳の時点における10の主要な生活活動に対する感情的衝動性（EI）の影響を検討した。EIの重症度は，

ADHD症状とは独立して職業，教育，犯罪，運転，経済的問題に関する障害に寄与していた。

①Helfer et al., (2021)イギリス　②成人ADHD43名，成人ASD14名，成人定型発達46名　③怒り，恐怖，嫌悪，驚きの表情を正しく識別する能力は，ADHDまたはASDの成人と定型発達の成人に差はなかった。

しかし，成人ADHDと成人ASDでは，正しい判断を下すのが成人定型発達よりも平均200ミリ秒遅く，感情認知において速さと正確さのトレードオフが大きいことが示された。

①Surman et al., (2013)アメリカ　②成人DHD206名，成人定型発達123名　③感情的衝動性（EI），満足度質問票と社会適応尺度を使用。成人ADHDが成人定型発達よりも感情制御困難を報告した。

①Kİraz et al., (2021)トルコ　②成人ADHD101名，成人定型発達100名　③アレキシサイミア尺度（TAS），衝動的行動尺度（UPPS），抑うつ尺度，不安尺度，ADHD尺度（ASRS，WURS）を使用。衝動

性，抑うつ，不安の高さはADHD症状の重症度と相関し，ADHD群では衝動性がアレキシサイミアを予測することが示された。

①Miller et al., (2011)アメリカ　②成人 ADHD（複合型17名，不注意優勢型16名），成人定型発達18名　③BarkleyのADHD尺度（BRS）および感情認知尺度（DANVA）などを用いてADHD症状と感情認識能

力の関連を検討した。不注意優勢型群では対照群に比べて恐怖感情の誤りが多く，また，感情認知は多動・衝動性症状とは負の相関を示したが，不注意症状とは正の相関を示した。

①Quintero et al.,  (2020)スペイン　②成人116名　③ADHD尺度（ASRS，CAARS，WURS）および感情知能尺度（MSCEIT）を使用。診断歴がなく併存症のある成人ADHDは，定型発達群およびそれ以外の

ADHD群よりも感情認知の発達が低く，感情認知や感情制御，感情の表出が難しいことが示唆された。

①Liu et al., (2022)中国，オーストラリア　②成人ADHD309名，成人定型発達163名　③ADHD尺度（CAADID，ADHD-RS）および感情制御尺度（Barkleyの尺度，ERQ）などを使用。成人ADHDでは，再評

価方略の利用率が低い一方，抑制方略が高く，感情制御困難と正の相関を示していた。さらに媒介分析により，ADHD診断が認知的再評価を媒介し感情制御に影響することが示された。

①Bodalski et al., (2019)アメリカ　②成人ADHD59名，成人定型発達100名　③BarkleyのADHD尺度（BAARS），感情制御尺度（DERS），抑うつ尺度，不安尺度，対人関係の満足度尺度，全体的な機能障害

を評価する尺度などを使用。回避傾向がADHDと感情制御困難を，感情制御困難が，ADHD症状と抑うつ・不安症状，対人関係の満足度，および全機能障害を媒介することが示された。

①Thorell et al., (2020)スウェーデン　②成人ADHD130名，成人定型発達260名　③ADHD尺度（ASRS）感情制御尺度（CER，ERQ）などを使用。ADHDの成人は，適応的な方略（注意の展開や再評価）に比

較し，非適応的な方略（抑制）を用いる頻度が高いことが示された。

①Cohen  et al., (2023)イスラエル　②成人ADHD60名，成人定型発達62名　③ADHD尺度（ASRS），感情制御尺度（DERS）及び行動の認知制御課題（抑制制御と作業記憶）を用いた実験を行った。作業記憶

が，感情制御や抑制制御と負の相関を示し，ADHDが重症であるほど，認知的な抑制制御の能力に影響を与え，それが感情制御困難に寄与することが示された。

①Anker et al., (2021)ノルウェー　②成人ADHD629名（受刑者）　③ADHD尺度（ASRS）とBarkleyの感情制御尺度（CBSのうち8項目）を使用。多動・衝動性と感情制御困難の関連が示された。

①Biederman et al.,  (2020)アメリカ　②成人ADHD441名　③Barkleyの感情制御尺度（CBSのうち8項目）のカットオフ値を調べた尺度研究。成人ADHDの半数近くが感情制御困難を経験しており，さらに定型

発達よりも重い感情制御困難を経験していることが示された。

①Pallucchini et al., (2021)イタリア　②成人ADHD164名　③ADHD尺度（CAARS，ASRS）および感情制御尺度（Brief TEMPS）などを用いて因子分析による検討を行った。感情調節障害，物質使用，中核的

ADHD症状，ポジティブ情動（PE）の4因子が同定された。

①Matthies et al., (2014)ドイツ　②成人ADHD36名　③実験研究：ADHD尺度（CAARS，WURS），感情制御尺度（ERQ），抑うつ尺度および心拍数などから実験研究を行った。成人ADHDは感情制御方略の

抑制グループまたは受容グループに分けられたのち，悲しみ感情を喚起する映像を視聴した。抑制グループのほうが，受容グループより悲しみ感情からの回復に時間がかかった。

①Jacob et al.,  (2014)ドイツ　②成人ADHD910名　③感情制御困難には外在化症状と内在化症状があり，ADHDでは外在化症状として激しい感情表出が，内在化症状として不安・抑うつなどの神経症的傾向や回

避傾向があること，さらにクラスターCのパーソナリティ障害との並存率が高いことが示された。

①Mitchell et al., (2012)アメリカ　②成人ADHD18名，成人定型発達23名　③ADHD尺度（CAARS，CBS），感情制御困難尺度（CAARSの下位尺度），感情的衝動性（UPPS），抑うつ尺度などを使用。

ADHD群において感情制御困難と感情的衝動性の値が有意に高く，さらに，ADHD症状と感情的衝動性は，感情制御困難によって媒介されることが示された。

①Afshadi et al., (2023)イラン　②成人ADHD211名　③ADHD尺度（DIVA，BAARS）および感情制御尺度（ERSQ），動機づけ尺度，実行機能に関する尺度などを使用。感情制御と内発的動機づけから3つの

媒介因子（行動抑制，時間管理，問題解決）への直接効果，およびADHD下位尺度への間接効果が示された。また，感情制御と内発的動機づけは，実行機能（行動抑制，時間管理，問題解決）および注意欠陥・多

動性障害に影響を及ぼすことが示された。

①Weibel et al., (2022)フランス　②成人ADHD369名，成人定型発達251名　③尺度翻訳研究。ADHD尺度(SR-WRAADDS)を翻訳し，ADHD症状の下位領域の検討を行った。SR-WRAADDSの信頼性は良好，注

意/無秩序，多動/落ち着きのなさ，衝動性/感情の爆発，情緒不安定の4因子で整理された。WRAADDSの感情制御困難は2つの次元（衝動性/感情の爆発 と 情緒不安定）が示された。

①Reimherr et al., (2020）ドイツ・アメリカ　②成人ADHD1,490名（8つの研究の合計）　③ADHD尺度（WRAADDS，CAARS，AISRS）などが用いられた8つの研究から感情制御困難を含む成人ADHD研究

を検討した。8つの研究においてADHDが感情制御困難を経験している割合は，25％〜73％であった。因子分析の結果，感情制御困難の重症度に基づく2因子が抽出された。

①O'Neill & Rudenstine(2019)アメリカ　②外来クリニック患者177名　③ADHD尺度（CAARS），感情制御尺度（DERS）などを使用。不注意症状は，感情制御方略へのアクセスの少なさ，感情の明瞭性の低

さと関連し，それぞれ対人関係の困難さとも関連があることが示された。

①Mörstedt et al., (2016)スイス　②成人ADHD146名，成人定型発達30名　③中核症状，情動症状，日常生活障害の4領域（家庭生活，社会生活，仕事，組織）を含む構造方程式モデルを検討した。情動症状は成

人ADHDに直接関連し，日常生活の領域に強い悪影響を及ぼすことが示された。ADHDの中核症状と機能障害との関係は，情動症状によって媒介されることが示された。

①Hirsch et al., (2018)ドイツ　②成人ADHD213名　③ADHD尺度（CAARS）および感情制御尺度（EMO-Check battery)，自己概念尺度などを使用。感情制御困難は自己概念に関連があり，衝動性/情動不安定

性とも部分的に関連があることが示された。

①Hirsch et al.,  (2019) ドイツ　②成人ADHD385名　③ADHD尺度（CAARS）および感情制御尺度（EMO-Check battery)などを使用。ネガティブ感情および抑うつと，適応的な感情制御方略の不使用に関連が

あることが示された。

①Corbisiero et al., (2017)スイス　②成人ADHD393名，成人定型発達121名　③ADHD尺度（ADHD-SR）および感情制御尺度（WRAADDSの下位尺度）などを使用。成人ADHDでは感情制御困難の値が高く，

感情制御困難は成人ADHDの独立した重症度の指標となることが示唆された。

同上
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